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7才時に肺炎で死亡 した症例が 1刑あi).現在生存例は

100例である二

衝直後より発育 ･発達に全 く問題のないものは,S連関

であった.合併奇形や合併症を認めたがTその後の手術

治療などにより現在障害なしと判定できるものは凄例で

あった.現疾患および合併寄形や合併症などで障害の残

存しているものは1押蟻巴め/+I.腹壁異常や直腸肝門･音形

および漁色俸異常や重症心疾患合併症例に障害残存例が

日立･_)た.

隅眺外反 ･尻遣 l二裂症例の尿失禁に対するし自二階代円陣

靴のlf札 腹壁破裂 ･恥骨結合離開の外性器異常の刑.

および多発合評･iを伴J)クラり- ノ症候群について症例を

提示する.

射 新生児 HiTSehspyung病における根治手術

の時期 と術式

山際 岩雄 ･奥山 直二樹

∴::; ∴ ソ ーL･.I: :. i

【対象】1992年からこれまでに新生時期に当科に紹介

され治療 された1捕りを対象とした.病型別では仝結腸型

(T型)Ll例,長城型 日,型12例.S状結腸型(S型1

9軌 跡揚下部型 (R型13例だった. 【結果】T型

の 目̀礼 IJ型の2例および S聖の初期の 1例と,錆肝

術を行･-)た.1995年までは r)uhamel法を体重 6kg
でおこな-.'てきた.1996年1､人後は新生時期に根治術を

行った.1999牛かJ)は新生時期に軽肝PE拍!)Soal･e法を

行った.排便職能はいずれ も良好 だった.経旺門的

Soa＼.･p法もこれまで良好な排便を得ている.

【まとめ】C.IA を明いた Duhamel1;かまほぼ満足す

べき結果が得LL,汁._/t:.後早期の -期的 Duhtlmel法で

ち,それに起因する合併症は札られなか-_〕た.開腹せず

に行える経紅門的 Soave法は低侵襲かつ良好な排便が

得られた.

5)新生児乳び胸に対するミノマ イシン注入療

法の経験
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新生児乳聴胸3刑を含む.小児乳額的 6刑に対 しミノ

マ イシン tl､上下 111itlO)を用いた胸膜癒着療法を施行

L良好なf'延縄を得たので,F,=十の考察を加えて報告する.

対象の内訳は先太tl:.SL髄的3例,術後乳聴胸 2例,その

他 1f町であ-｡た.乳嘩胸の部位は両側1f町 右が 2例,

左が3例であ･一二沈 .Minoは ｢成人巌 :九･･1ino300mg/

生坪食塩水20-50ml.｣を基準とし‥患児の体屯に応

じて滅遺 して胸腔内-注入した.この6例につき,投与

前の治療期間,投Lj･h_11散,投与鼠,投与後の胸腔 ドレー

ン抜去までの期間 ･程Il摂取再開までの期間.副作用な

どを検討 した.

6)脊柱側腎症を伴った巨大坪軒腎ヘルニ アの .L;I,

胎第2子の一例
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症例は女児,体外l封 酎二よる品胎第R~l:{･で29週の胎児

エコーにて巧軒帯ヘルニアを認めていた.32過21~二】帝モ切

開にて12OOg で出生.~･tftyI:_榊J轡があ i).胸壁.腹壁の

変形は著明であった.顔面.rlq肢,蛤髄.二羊膜には異常

を認めなか-〕たが,短醗常はなく単 慨 苗動脈であった.

糟帯ヘルニアはrr'順法にて修復したがtLtJ.牛直後より呼吸

状態は不良で. 両姉の低形成,遷延性肺高lfll圧症を認め,

第1術後病 口循環呼吸不全にて死亡 した.いわゆる

amniotiebandsyndr(･)rn eは,小児外科領域では短
簡帯.脊柱側轡を伴う簡帯ヘルニアとして認識されてい

胎児の可動制限,鰐帯血管の血行障害が複合杏形を引 き

起こした可能性が示唆 され,いわゆる Bodystalk

anomaiy と呼称すべき症例と考えられた .


